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の日程についてを協議いたしました。
この中で、提出を求めた記録は、平成18年度職員採用に
関わる審査経過についての募集から採用までのプロセスの
書類一式については、１．募集要項（一般職、消防職）、
２．全受験者名簿、３．筆記（学力）試験にかかるセンタ
ー試験の結果一覧表、４．論文、面接、実技試験の各審査
員の採点表、５．試験委員会が当初に答申した採用候補者
名簿と補欠者名簿、６．偏差値方式による再集計した成績
一覧表、７．最終合格者名簿と決定通知書など。また、市
長公用車単独使用についての書類一式については、１．平
成18年９月以降の市長の行動表またはスケジュール表、２．
平成18年９月以降の市長車の運行日誌、そして出頭を求め
る証人については、職員採用に関しては、当時の平成18年
度職員採用にかかわる５人の試験委員全員と、当時の総務
課長並びに課長補佐、そして中川市長と決定しました。公
用車の単独使用については、秘書課長並びに運転業務を行
う秘書課員、そして中川市長と決定しました。
その後、３月22日、26日、27日の３日間で、消防長も含
めて述べ16人の証人の出頭を求めて、質問や提出された記
録の精査を行いました。そして、３月28日に委員会として
の意見をまとめました。
その調査結果についてでありますが、まず平成18年度職
員採用に関わる調査についてご説明を申し上げます。一般
事務職の採用については、全試験終了後市長は再度市長自
らの面接を総務部担当職員に強要したが却下され、その後
９月５日に試験委員会が候補者名簿（これには採用候補者
10名、補欠者５名を含む試験結果上位20名が記載されてい
ました）を提出し、９月７日に試験委員の面接、作文の採
点にばらつきがあるのに加えて、試験委員の審査能力に疑
念があるとのことを理由に、偏差値に置きかえることを市
長が指示し、同時に申込書と作文の提出を求め、市長みず
からがチェックし、その後当初の20名のリストに市長が特
定した９名の追加をすることを指示しました。
その29名分のリストが提出された後、市長が○、△、×
をリストに記入し、○は採用、△は補欠、×は不合格者と
し、また△には１から７の順番をつけて、市長決裁欄に押
印し、採用を決定した。偏差値集計後の上位10名のうちで
は、１位、２位、４位、５位、10位の者が採用となり、３
位、６位、７位、８位、９位は排除され、12位、13位、14
位、15位、17位の者に○、すなわち採用がつけられ採用と
なりました。参考までに、14位は当初（偏差値集計前）18
位、15位は当初（偏差値集計前）27位、17位は当初（偏差
値集計前）21位でありました。△がつけられた７名の偏差
値集計後の順位３位、４位が補欠２位に、６位が補欠３位
に、８位は補欠１位に、９位が補欠４位に、16位が補欠５位に、
27位が補欠６位に、41位が補欠７位にと記されました。
最終的には、１名の辞退があり、１名は対象外とされて
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【経　過】
・３月15日（木）
予算特別委員会において、平成18年度職員採用に関し、
市長より偏差値への置き換え、数人の順位の入れ替わり
があったと発言
・３月19日（月）
16名の議員より、「平成18年度職員採用に関わる審査経
過、並びに市長の公用車の単独使用についての調査に関
する動議」が提出され、15対３で調査特別委員会の設置
が決まる
・３月20日（火）
第１回委員会　委員長・副委員長の選任、提出を求める
記録並びに出頭を求める証人の検討、委員会審議の日程
を協議
・３月22日（木）
平成18年度職員採用に関わる審査経過については、当時
の採用担当課長、採用担当課長補佐、公用車の単独使用
については、秘書課長並びに運転業務を行う秘書課員を
証人として出頭を求め、質問、記録の精査を行う
・３月26日（月）
平成18年度職員採用に関わる審査経過について、当時の
試験委員会の委員5名、消防長、当時の採用担当課長、
採用担当課長補佐を証人として出頭を求め、質問、記録
の精査を行う
・３月27日（火）
平成18年度職員採用に関わる審査経過について、市長、
当時の採用担当部長、採用担当課長、採用担当課長補佐
を証人として出頭を求め、質問、記録の精査を行う
・３月28日（水）
提出された記録並びに委員会の記録を精査、委員会とし
ての意見をまとめる

【３月29日第212回定例会における委員長報告（全文）】
当委員会は、３月19日の本会議において、「平成18年度

職員採用に関わる審査の経過並びに市長公用車の単独使用
についての調査」を目的に、地方自治法第100条に基づく
調査権を委ねられ、委員数は６名、期間は今会期中、予算
は30万円などとして設置されました。第１回目の委員会を
３月20日に開催し、委員長に私、桜井光男と副委員長に高
見忍委員を選出し、調査事項に関して、提出を求める記録
並びに出頭を求める証人の検討、加えて今後の委員会審議
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